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森 の国だより

　

１
月
19
日
㈰
、「
森
の
国　

走
っ
て

む
す
ぼ
う　

心
の
タ
ス
キ
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
新
春
恒
例
の
松
野
町
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
52
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会

は
、
駅
伝
を
通
し
て
町
民
の
健
康
増
進

と
心
の
結
束
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
12
区
間
26
・
5
㎞
の
コ
ー

ス
を
各
分
館
か
ら
８
チ
ー
ム
96
名
の
選

手
が
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
互
い
の
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
富
岡
・
上
家
地
分
館
の

矢
野
梨り

空く

選
手
が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓

を
行
い
、
午
前
10
時
10
分
に
町
長
の
号

砲
で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
沿
道
で
は
大
勢
の
方
が
選
手

に
激
励
や
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

応
援
を
受
け
た
選
手
た
ち
は
、
期
待
に

応
え
る
よ
う
に
最
後
ま
で
懸
命
に
走
り

き
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
今
大
会
は
、
ア
ン
カ
ー
勝
負
で
競

り
勝
っ
た
松
丸
分
館
が
２
年
連
続
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

松
野
町
駅
伝
大
会

１
19

第
52
回
松
野
町
駅
伝
大
会
区
間
首
位

１ 区
２ 区
３ 区
４ 区
５ 区
６ 区
７ 区
８ 区
９ 区

10 区
11 区
12 区

入船　渉悟（豊岡前）
森光　流月（松　丸）
吉本　賢生（吉  野）
石倉　勘太（松　丸）
松田　　流（吉　野）
加藤　里奈（豊岡後）
渡部　姫羽（豊岡後）
大西　康輔（松　丸）
松岡　啓太（延野々）
池本　　綾（吉　野）
東　　晴七（吉　野）
山下　昴輝（延野々）
加形　彰朗（豊岡前）

09：37
10：37
09：26
10：04
12：30
04：23
10：22
12：10
05：13
05：13
06：13
07：01
03：27

順　位 チーム名 タイム

１　位 松　丸 1：46：22

２　位 吉　野 1：46：36

３　位 延野々 1：49：44

４　位 豊岡前 1：50：56

５　位 豊岡後 1：58：31

６　位 目　黒 1：59：05

７　位 蕨　生・奥野川 2：00：12

８　位 富　岡・上家地 2：05：35



3

森 の国だより

森
の
国
人
権
の
集
い

お
で
か
け
県
立

図
書
館
in
西
小

1
25

２
12

　

１
月
25
日
㈯
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
令
和

元
年
度
森
の
国
人
権
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、「
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
解
消
し
、
ゆ
た
か
な
心
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
と
も
に
考
え
て
行
動
し

て
い
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
並
び
に
町
教
育
委
員
会

が
開
催
し
た
も
の
で
、
当
日
は
約
２
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
保
育
園
児
に
よ
る
人
権
マ
ス
コ
ッ
ト
の

ぬ
り
絵
や
小
・
中
学
生
の
人
権
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
、

松
野
町
隣
保
館
や
森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
活
動
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
こ
と
会
就
労
支
援
事
業
所
「
よ
つ
ば
」
と
多
機
能

型
支
援
事
業
所
「
フ
レ
ン
ド
」
に
よ
る
出
展
が
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
集
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
平
成
28
年
12
月
に
施

行
さ
れ
た
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」（
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）
の
具
現
化
に
向
け
た

取
組
み
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

第
１
部
は
、
あ
お

ぞ
ら
子
ど
も
会
に
よ

る
「
部
落
差
別
解
消

推
進
法
っ
て
何
？
」

と
題
し
た
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
お
ぞ

ら
子
ど
も
会
で
は
、

積
極
的
に
人
権
学
習

に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
回
は
部
落
差

別
解
消
推
進
法
を
分

か
り
や
す
く
解
説
す

る
内
容
で
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も

会
、
町
内
の
小
・

中
学
校
の
先
生
、

地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
迎
え
て
、「
私

た
ち
に
で
き
る
こ

と
〜
部
落
差
別
解

消
を
め
ざ
し
て

〜
」
と
題
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

あ
お
ぞ
ら
子
ど

も
会
か
ら
は
、
差

別
解
消
を
め
ざ
し

た
日
頃
の
活
動
や

学
習
、
各
学
校
か

ら
授
業
を
通
じ
て

児
童
・
生
徒
の
人

権
意
識
の
向
上
、
自
分
自
身
も
新
た
な
つ
な
が
り
が
で

き
た
こ
と
、
部
落
差
別
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会

の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
人
権
に
対
す
る
視
野
が
広

が
り
、
気
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
間
違
っ
た
情
報
が
多
く
あ
り
、
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
―
ト
で
は
、
感
想
や
今
後
も
人
権

講
演
会
を
積
極
的
に
開
催
す
べ
き
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
並
び
に
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権

に
関
す
る
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
是
非
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

２
月
12
日
㈬
、
松
野
西
小
学
校
で
、
今
回
初
め
て
お
で
か
け

県
立
図
書
館
in
西
小
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
生
及
び
虹

の
森
ま
つ
の
保
育
園
児
、
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県

立
図
書
館
よ
り
約
４
０
０
冊
の
本
の
貸
し
出
し
、
園
児
及
び
低

学
年
児
童
を
対
象
に
読
み
聞
か
せ
と
高
学
年
を
対
象
に
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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卒
業
の
兄

第
二
十
一
回
　
不
器
男
の
庭

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
嶋　

健
佑

　

三
月
は
卒
業
の
季
節
で
す
。
卒
業
の

花
と
い
え
ば
？
と
質
問
す
る
と
桜
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
最
近
で
は
愛
媛
県
が
開
発

し
、
松
野
町
農
林
公
社
で
も
栽
培
さ
れ

て
い
る
ピ
ン
ク
色
の
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム

「
さ
く
ら
ひ
め
」
が
卒
業
の
花
と
し
て
人

気
で
す
。

　　

卒
業
の
兄
と
来
て
ゐ
る
堤
か
な

 

芝
不
器
男

　
「
天
の
川
」
昭
和
３
年
２
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
作
品
で
す
。
こ
の
時
期
の
不

器
男
さ
ん
は
松
野
町
に
帰
省
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
句
は
兄
と
一
緒
に
広
見
川

を
望
ん
で
い
る
場
面
で
し
ょ
う
か
。
不

器
男
さ
ん
に
は
３
人
の
兄
が
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
一
番
歳
の
近
か
っ
た
、
浩

四
郎
さ
ん
が
こ
の
句
の
登
場
人
物
で
は

な
い
か
と
山
下
三
年
さ
ん
は
『
不
器
男

の
一
句
』
で
解
説
し
て
い
ま
す
。
不
器

男
さ
ん
は
兄
と
、
こ
の
堤
で
ど
ん
な
こ

と
を
語
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

１
月
21
日
㈫
に
松
野
中
学
校
で
、
食
文

化
普
及
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
講

座
は
生
活
研
究
協
議
会
の
会
員
が
講
師
と

な
り
、
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
昔
な
が
ら
の

料
理
を
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
作
る
こ
と

で
、
食
の
知
識
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、「
菜
飯
」「
雷

漬
け
コ
ロ
ッ
ケ
」「
豚
汁
」「
柚
子
ゼ
リ
ー
」

を
作
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
地
元
産
の
食
材
を
使

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
班
で
協
力

し
て
、
手
際
よ
く
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

班
に
よ
っ
て
コ
ロ
ッ
ケ
の
形
や
豚
汁
の

味
付
け
に
個
性
が
出
て
お
り
、
自
分
た

ち
で
作
っ
た
料
理
に
つ
い
て
の
感
想
を

交
え
な
が
ら
食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
１
月
20
日
㈪
に
松
野
西
小
学

校
で
、
24
日
㈮
に
は
松
野
東
小
学
校

で
、
女
性
農
業
委
員
及
び
生
活
研
究
協

議
会
に
よ
る
食
育
郷
土
料
理
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。
本
町
農
業
の
振
興
を
図

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
、
未
来
の
農
業

を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
、
地
元
の
農

作
物
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
知
っ
て
も

ら
い
、
よ
り
農
業
へ
の
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
年
目
と
な
る
今
年
は
「
ひ
な
豆
」

と
「
大
豆
と
さ
つ
ま
い
も
の
甘
辛
煮
」

を
作
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
講
師
か
ら
の
説
明
を

真
剣
に
聞
き
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
作
っ

て
い
ま
し
た
。
作
り
終
え
た
後
の
感
想

で
は
、「
食
べ
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
ど
初

め
て
作
り
方
を
知
っ
た
」「
お
い
し
く

て
簡
単
に
作
れ
た
の
で
家
で
も
作
っ
て

み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
聞
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
農
業
へ
の
関
心
を
深
め

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

生
活
研
究
協
議
会
・
農
業
委
員
会

地
域
の
郷
土
料
理
文
化
を
継
承

▲松野中学校

▲松野西小学校 ▲松野東小学校
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ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
一
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

元
旦
や
年
を
越
し
た
る
薬
服の

む 

伊
井　

は
じ
め

晴
れ
わ
た
る
城
ま
な
か
い
に
鍬
は
じ
め 

伊
藤　
　

富
子

湯
冷
め
し
た
手
で
右
頬
に
触
れ
ら
れ
る 

川
嶋　
　

健
佑

独
り
居
の
余
生
つ
く
づ
く
初
暦 
金
谷　
　

重
子

風
花
や
峡
の
藁
屋
に
住
み
馴
れ
て 
谷　
　

き
よ
し

嫋
や
か
に
夕
日
返
し
て
枯
芒 

布　
　
　

康
江

皆
集
ふ
組
算
用
や
年
の
暮 

ひ
の　

た
い
ら

新
居
に
は
お
も
ち
ゃ
の
や
う
な
鏡
餅 

三
好　

カ
ン
ナ

葛
句
会　

俳
句
鑑
賞

元
旦
や
年
を
越
し
た
る
薬
服の

む 

伊
井　

は
じ
め

　

元
旦
。
毎
朝
飲
ん
で
い
る
薬
を
飲
む
。
新
し
い
年
を
迎

え
て
も
変
わ
ら
な
い
一
日
の
工
程
。
そ
の
工
程
を
今
日
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
有
り
難
さ
を
作
者
は
元
旦
に
感
じ
て

い
る
。

 

（
鑑
賞　

川
嶋
健
佑
）

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
十
二
月
投
函
分

初
春
や
ぽ
っ
ぽ
ぽ
っ
ぽ
と
急
ぐ
孫

 

東
京
都　
　

山
崎　

孝
寿

ク
リ
ス
マ
ス
鱶ふ
か

の
湯
が
き
を
二
切
れ
づ
つ

 

　

松
野
町　
　

田
中
志
津
代

選
者　

葛
句
会
会
長　

谷
き
よ
し

世帯数　2,033世帯（－17世帯）

総人口　3,898人（－22人）
男1,832人　女2,066人
（１月中の異動）

　　○出　生　０人　○死　亡　11人
　　○転　入　26人　○転　出　38人

令和２年１月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口
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Informationお し ら せ

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発
途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の
２
０
２
０
年
春
募
集
が

開
始
さ
れ
ま
す

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
） 

は
「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
」
の
２
０
２
０
年
春
募
集
を
２
月
20
日
か

ら
３
月
30
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　

世
界
約
70
か
国
・
１
，
０
０
０
を
超
え
る
仕
事
が
、
今
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発
途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
現
地
の
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
人
づ
く
り
、
国

づ
く
り
に
協
力
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
大
き

く
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
上
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
Ｈ　
　

Ｐ
】　http://w

w
w
.jica.go.jp/volunteer/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集
事
務
局

　

☎
０
４
２
・
４
０
４
・
５
０
２
１

全
国
一
斉
・
無
料
相
談

く
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
に
つ
い
て

　

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
今
年
度
も
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

に
合
わ
せ
、
雇
用
と
生
活
の
問
題
、
自
殺
予
防
の
観
点
を
加

え
た
総
合
的
な
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

３
月
３
日
㈫
10
時
〜
15
時

【
内　
　

容
】

　

弁
護
士
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
面
談
相
談
不
可
）

【
直
通
電
話
】

　

０
８
９
・
９
１
３
・
５
５
７
０
㈹　

※
当
日
の
み

【
相
談
料
】　

無
料
（
電
話
料
金
は
相
談
者
負
担
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

愛
媛
弁
護
士
会　

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
６
２
７
９

農業委員会だより（３月号）
　

水
稲
の
農
作
業
を
受
託
す
る
際
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、

松
野
町
農
作
業
受
託
事
業
連
絡
協
議
会
が
作
業
料
金
表
を

定
め
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
は
、
町
内
の
農
作
業
受
託
者

が
技
術
の
向
上
並
び
に
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
農
業

の
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
左
記
料
金
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※ 　

こ
の
表
は
作
業
料
金
の
参
考
金
額

で
す
。
実
際
の
金
額
は
双
方
の
協
議

に
よ
り
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

ま
た
、
変
形
田
や
倒
伏
田
等
、
圃

場
や
水
稲
の
状
況
に
よ
り
別
途
料
金

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

３
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
員
】  

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

３
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
員
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

３
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
員
】　

人
権
擁
護
委
員

３
月
31
日
が
納
期
限
の
税
目
等

国
民
健
康
保
険
税

第
９
期

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

３
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課
賦
課
徴
収
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
課　

賦
課
徴
収
係　

☎
42
・
１
１
１
２

農
作
業
受
託
に
関
す
る
作
業
料
金
に
つ
い
て

農作業受託に関する作業料金表

作業内容 作業料金 備　考

荒起し 12,000円

田10aあたり

中すき 7,000円

代かき 14,000円

田植え 8,000円

稲刈り 20,000円

乾　燥 1,300円
米60㎏あたり

籾摺り 700円
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

市
立
宇
和
島
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
、
受
付
時
間
内
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
外
来
受
付
時
間

　

平
日
８
時
30
分
〜
12
時
ま
で

　

※ 　

午
後
は
、
予
約
、
専
門
外
来
及
び
重
症
患
者
（
か
か

り
つ
け
医
か
ら
事
前
に
連
絡
を
受
け
た
緊
急
の
紹
介
患

者
を
含
む
）
を
除
き
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
夜
間
当
番
病
院

　

火
曜
日　

徳
州
会
宇
和
島
病
院

　

木
曜
日　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
宇
和
島
病
院

　

※ 　

火
・
木
の
夜
間
は
、
小
児
、
産
科
及
び
重
症
患
者
を

除
き
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
立
宇
和
島
病
院　

医
事
課　

☎
25
・
１
１
１
１

放
送
大
学 

入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

　

第
１
回　

２
月
29
日
ま
で

　

第
２
回　

３
月
17
日
ま
で

　

※ 　

資
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
８
５
４
４

県
立
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校 

入
校
生
募
集

　

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
県
立
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
（
旧
県
立
宇
和
島
高
等

技
術
専
門
校
、
Ｈ
31
年
４
月
か
ら
改
称
）
の
Ｒ
２
年
度
入
校

生
を
募
集
し
ま
す
。

【
訓
練
科
名
】　

住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
、
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

【
訓
練
期
間
】　

10
か
月

【
募
集
期
間
】　

３
月
16
日
㈪
〜
４
月
17
日
㈮
必
着

【
選
考
日
】　

４
月
24
日
㈮

【
合
格
発
表
】　

５
月
１
日
㈮

【
そ
の
他
】　

施
設
見
学
可
（
要
予
約
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
立
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校　

☎
22
・
３
４
１
０

自
動
車
事
故
被
害
者
援
護
制
度
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
、
自
動
車
事
故
被
害
者
の
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

育
成
資
金
貸
付
制
度

【
対　
　

象
】

　

  

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
死
亡
又
は
重
度
後
遺
症
障

が
い
を
負
っ
た
方
の
０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

【
返
済
期
間
】

　

中
学
卒
業
後
20
年
以
内
（
大
学
等
進
学
の
場
合
猶
予
あ
り
）

介
護
料
支
給
制
度

【
対　
　

象
】

　

  

自
動
車
事
故
が
原
因
で
脳
・
脊
髄
・
胸
腹
部
臓
器
に
重
度

の
後
遺
障
が
い
を
負
い
、
常
時
又
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
ナ
ス
バ
）
愛
媛
支
所

　

☎
０
８
９
・
９
６
０
・
０
１
０
２

　町政などに対するご意見・ご要望は、下記までお寄せください。
【提出・問い合わせ先】
　〒798‒2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343
　松野町役場　総務課
　☎42‒1111
　 m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

皆さんの声を聞かせてください
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防災安全コーナー
春季全国火災予防運動

　火災が多発する時季を迎えるにあたり、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させると
ともに、財産の損失を防ぐことを目的として、全国一斉に春季全国火災予防運動が実施されます。

　実施期間：３月１日㈰から３月７日㈯までの１週間

全国統一防火標語

　　｢ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心｣

○重点目標
１　住宅防火対策の推進
２　放火火災・連続放火火災防止対策の推進
３　特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
４　製品火災の発生防止に向けた取組の推進
５　多数の観客等が参加する行事に対する火災予防指導等の徹底
６　林野火災予防対策の推進

○住宅火災の発生防止対策の要点

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　 ―３つの習慣・４つの対策― 

 ３つの習慣 
　 ○寝たばこは、絶対やめる。
　 ○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　 ○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　
 ４つの対策 
　 ○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　 ○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　 ○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　 ○高齢者や身体の不自由な方を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

○平成31年（令和元年）中の火災件数は37件でした。
　平成31年（令和元年）中に宇和島管内で発生した火災は37件で、前年（平成30年）の36件から１件増加しました。
依然として、たき火やごみ焼きが原因となる火災が多く発生しています。春先は空気が乾燥し火災が起きやす
い季節です。法律で焼却が禁止されている家庭ごみなどは、焼かないようにしましょう。
　また、日頃から防火に対して高い関心を持ち、火の取り扱いには十分注意して、火災のない安全なまちづく
りをしましょう。

○火災から大切な家族と財産を守る住宅用火災警報器！
　すべての住宅に設置が義務付けられている住宅用火災警報器ですが、機器が古くなると故障や電池切れなどによっ
て正常に作動しないことがあります。定期的に作動確認を行い、正常な状態であるか確認しましょう。
　また、住宅用火災警報器は、製造から10年を目安に交換することが推奨されています。作動確認と合わせて製造
年も確認しましょう。
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　令和２年度（令和元年分）の町県民税の所得申告期間は、３月16日㈪までです。期間内に忘れずに申告を済ませ
ましょう。申告が必要な方は期間内に申告をしないと、諸控除の適用や国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の
軽減判定等が行えないことがあるほか、所得課税証明書の交付ができません。ご注意ください。

申告が必要な方
　申告する年の１月１日に松野町にお住まいの方のうち、次のいずれかに該当する場合は、その年の３月15日（土
曜日、日曜日又は休日の場合は、その翌開庁日）までに、前年中（１月１日～ 12月31日まで）の所得金額などを記
載した申告書を提出していただく必要があります。
※　所得税等の確定（還付）申告をされた方は町県民税の申告は不要です。

１　給与収入があり年末調整をしていない方（会社を退職された方など）
２　給与・年金収入以外の収入がある方（農業、営業、不動産、その他の収入など）
３ 　前年中に収入がなかった方でも国民健康保険又は後期高齢者医療保険に加入している方等は、保険料軽減判定
に必要ですので、必ず申告してください。

※ 　確定申告が必要のない方でも、住民税（町県民税）申告が必要な場合が多々あります。申告が必要か必要でな
いか迷った場合等は、お気軽に町民課賦課徴収係へお問い合わせください。

持参物
　１　事業（農業・営業・その他）の収支のわかる帳簿・書類（収入内訳書・通帳・領収書など）
　２　給与、公的年金のある人は、それぞれの源泉徴収票
　３　社会保険料（国民年金保険料等）控除証明書、生命保険料・地震（旧長期損害）保険料の支払証明書
　４　医療費控除を受ける人は、医療費の領収書や保険等で補てんされた金額がわかる書類、通帳など
　５　印鑑
　６　平成29年度の申告から、マイナンバーの記載が必要です。以下の書類をご持参ください。
　　　⑴番号確認できるもの（マイナンバーカード・通知カード・マイナンバーが記載された住民票のいずれか１つ）
　　　⑵本人確認できるもの（免許証・パスポート・健康保険証・介護保険証・障害者手帳など）

申告期間
　２月17日㈪から３月16日㈪
　※　詳しくは「広報まつの２月号（19ページ）」をご覧ください。

申告についてお願い
　例年、会場は大変混雑します。混雑解消及び迅速な申告受付のため、次のことについてご協力をお願いします。

　収支内訳書や医療費控除の明細書等の様式は町民課にありますので、事前の準備をお願いいたします。

【問い合わせ先】　町民課　賦課徴収係　☎42-1112

所得申告を忘れずに!

農業、不動産、営業所得のある方
　収入金額や必要経費を費目ごと
にまとめて集計をお願いします。

医療費控除を受ける方
　受診者、医療機関ごとにまとめ
て集計をお願いします。
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宇和島税務署からのお知らせ
お済みですか確定申告！
　確定申告は、もうお済みですか。まだ済まされていない方は、お急ぎください。
　期限を過ぎて申告や納税をされると、本税のほかに加算税や延滞税が必要になる場合がありますのでご注意くだ
さい。

申告と納税は期限内に！ 
　確定申告による申告と納税の期限は次のとおりです。
　期限内に申告と納税をお済ませください。
 所得税及び復興特別所得税　３月16日㈪
 贈与税　　　　　　　　　　３月16日㈪
 消費税及び地方消費税　　　３月31日㈫
　所得税及び復興特別所得税と消費税及び地方消費税は、期限内に「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」
を提出することにより、振替納税を利用することができます。
　振替納税をご利用の方は、あらかじめ届け出た預貯金口座の残高を確認してください。
 振替日　所得税及び復興特別所得税　４月21日㈫
 　　　　消費税及び地方消費税　　　４月23日㈭

消費税の軽減税率制度が実施されました！
【決算書類からは消費税の確定申告書の作成ができません！】 
　令和元年10月１日から、消費税の軽減税率制度が実施されました。
　売上げや仕入れに軽減税率（８％）対象品目がある場合、消費税確定申告書を作成するためには、「区分経理」を
行う必要があります。
　課税期間内の課税取引を税率ごとに区分できるよう、国税庁ホームページに掲載している「課税取引金額計算表」
等の様式を用いて整理しておくと便利です。 
　※ 　消費税の申告で仕入税額控除の適用を受けるためには、原則として「区分経理」（旧税率８％・軽減税率８％・
標準税率10％を区分して記帳）した帳簿の保存が必要です。 

【作成は国税庁ホームページで！】 
　消費税の確定申告書は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で作成できます。
　作成した申告書等は、「e-Taxを利用して送信」できるほか、「印刷して税務署に郵送」することもできます。 
【軽減コールセンターをご利用ください！】 
　消費税の軽減税率制度に関する一般的な質問や相談については、軽減コールセンター（消費税軽減税率電話相談
センター）で受け付けています。 
 〈電話番号〉フリーダイヤル（無料） 0120-205-553 
 〈受付時間〉９時から17時まで（土日祝除く） 
　※ 　ご利用の電話機によっては、上記フリーダイヤルにつながらない場合があります。 その場合は、所轄の税務
署にお電話いただき、自動音声案内に沿って、「３」を選択いただいても軽減コールセンターにおつなぎします（通
話料がかかります。）。 

　　 　なお、自動音声案内に沿って、「３」を選択いただいた場合であっても、８時30分から９時の時間帯及び軽減コー
ルセンターの回線が満線の場合は、各国税局の電話相談センターで質問や相談をお受けします。 

ご不明な点があれば、お気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】　宇和島税務署（宇和島市堀端町1番38号）　☎22‒4511
　　　　　　　　（自動音声で案内しますので、案内に従い用件の番号を選択してください。）
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種
学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であ
ることが条件です。

【所得の目安】 118万円 ＋ 扶養親族等の数 × 38万円

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の
年度も在学予定である場合は、４月初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請を希望の場合は、必要事項を記入のうえ、ご返
送ください。

国民年金保険料学生納付特例の申請について
　学生納付特例制度により、平成31年度（令和元年度）に保険料納付を猶予されている方で、令和２年度も引き
続き在学予定の方へ、３月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付します。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送いただくことにより、令和２年度の
申請ができます。（この場合、在学証明書又は学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、令和２年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望の場合は、納付書を作成して送付しま
す。お手数をおかけしますが、お近くの年金事務所までお問い合わせください。

【問い合わせ先】　宇和島年金事務所　☎22-5569（予約相談を受け付けています。）

　この交通災害共済は、万が一交通事故により死亡又はケガをされた場合に、見舞金を支給する公的共済制度であり、
松野町では、平成31年度に1,360名の方が加入いただいています。
　これまでは、各組ごとに取りまとめをお願いしていましたが、個人情報保護法の関係上、令和２年度分より、以
下のとおり各世帯で直接役場にお申し込みいただくこととなりました。保育園児の方も各世帯でご加入いただきま
す。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

１　申込方法　 広報２月号と合わせてお配りしている申込書にご記入いただき、
掛金と合わせて役場総務課又は申込書に記載している受付会場ま
でお持ちください。

　　　　　　　（申込書がない場合は、掛金のみお持ちください。）

２　申込期限　３月19日㈭

３　申込場所　⑴　松野町役場　総務課　☎42-1111
　　　　　　　⑵　申込書記載の受付会場（集会所等）
【問い合わせ先】　総務課　☎42-1111
　　　　　　　　不明な点がございましたらお問い合わせください。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

令和２年度交通災害共済の加入を受け付けています！
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Informationお し ら せ

新庁舎建設だより

町民センター解体撤去工事に伴う
「教育長室及び教育委員会事務所」移転のお知らせ
　町では、現在、新庁舎建設に係る実施設計業務を進めています。
　令和２年度より、新庁舎の建設工事に着手しますが、先行して令和２年５月から新庁舎の建設地に所在する
町民センターの解体撤去工事を行います。

　町民センターの解体撤去に伴い、次のとおり「教育長室及び教育委員会事務所」を移転
します。なお、電話番号及びＦＡＸ番号の変更はありません。
　町民の皆さまには、ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。

移転先

松野町役場 庁舎別館〔現庁舎裏（北側）〕
【１階：教育委員会事務所・２階：教育長室】
　※現在、防災安全課が入居している建物。
　・住所：〒798-2192　松野町大字松丸343番地
　・電話番号（直通）：42-1118

町民センターでの業務終了日 令和２年２月28日㈮

移転先（庁舎別館）での業務開始日 令和２年３月２日㈪【～令和３年12月末まで】

町民センター使用期限 令和２年３月31日㈫

町民センター解体撤去工事期間 令和２年５月～令和２年７月

新庁舎建設工事期間 令和２年８月～令和３年11月

新庁舎供用開始予定 令和４年１月～

【問い合わせ先】　総務課　庁舎建設室　☎42-1111（内線218）

現庁舎 

★
解体撤去 

町道 

車庫
車庫

☆ 

★ 新事務所 
☆ 旧事務所 庁舎別館

コミュニティ
センター

町
民
セ
ン
タ
ー

北

商 

工 

会

教育長室・教育委員会事務所
　　　　　移転先
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

医療・保健福祉情報コーナー

8020運動「元気歯つらつコンクール」
　１月７日㈫、南予地方局で、令和元年度元気歯つらつコンクールの表
彰式が行われました。この表彰は、満80歳以上の方でご自分の歯を20本
以上保っている方を表彰するものです。県内では108名が受賞し、本町
から初めて岡ツルエさんが受賞され、賞状と記念品が贈られました。
　岡さんはご自分の歯を28本お持ちです。歯科に定期的に通われていて、
趣味のコーラスを大切にされたり足腰の運動を続けられたりしているこ
とが健康の秘訣とのことでした。
　8020運動は、平成元年より厚生労働省と日本歯科医師会が推進してい
る「80歳になっても20本以上自分の歯を保とう」というものです。20本
以上の歯があれば、食生活にほぼ満足することができるといわれていま
す。「生涯、自分の歯で食べる楽しみを味わえるように」との願いを込
めて、この運動が始まりました。楽しく充実した食生活を送り続ける
ためには、妊産婦を含めて生まれてから亡くなるまでの全てのライフス
テージで健康な歯を保つことが大切です。ぜひ8020を目指しましょう。
　対象になる方がいらっしゃいましたら、ぜひ保健福祉課までご一報ください。
【問い合わせ先】　保健福祉課　☎42-0708

暮らしに役立つ

看護師緊急募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

緊急でない受診・問い合わせは、なるべく診療時間内にお願いします。
～～中央診療所の外来診療時間～

受付時間　７時～11時30分　12時～17時　診療時間　９時～12時　14時～17時15分
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください。）
　※　研修等により、毎週火曜日・水曜日は医師１名での診療となりますがご了承ください。
　※ 　愛媛県の人事異動により、３月下旬は医師１名での診療となる場合がありますがご了承ください。

～出張診療所の外来診療日・時間～　
目黒診療所　３月５日㈭・吉野診療所　３月12日㈭・谷口診療所３月19日㈭
受 付 時 間　13時～16時　診療時間　13時30分～16時30分　
　　　　　　※都合により変更する場合があります。

保育園コーナー
2月3日㈪　豆まきが行われました

岡　ツルエさん
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３月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火 延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜日 予　　定

１ 日 当 友松外科・胃腸科☎22-0410当山本内科医院☎22-5100
当 上田小児科･外科☎25-0100当いしむら整形外科☎20-6635

２ 月

３ 火 申告受付／吉野生公民館（西組・梁瀬・豊盛）【９：00 ～ 15：00】

４ 水 申告受付／吉野生公民館（町組・上在・葛川）【９：00 ～ 12：00】

５ 木 申告受付／蕨生集会所（鳥居・鈴井・真土）【９：00 ～ 15：00】

６ 金 申告受付／蕨生集会所（谷口・延行・奥内・葛川）【９：00 ～ 12：00】

７ 土 森の国戦国史講座2020

８ 日 当 河野整形外科クリニック☎22-1822当楠 崎 内 科☎24-2211
当こばやし小児科☎23-1150当松﨑クリニック☎58-4828

９ 月

10 火 申告受付／奥野川住民センター（奥野川全域・奥内）【９：00 ～ 15：00】

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日 史跡見学会～河後森城の植生・景観調査～
申告受付／町民センター（町内全域）【９：00 ～ 15：00】

当加藤整形外科☎22-7111当和霊町松浦内科☎23-1510
当こおり小児科☎24-5633当いわむらクリニック☎52-3111

16 月

17 火 中学校卒業式

18 水 献血／松野町役場（10：00 ～ 12：00）

19 木 地域おこし協力隊卒業成果報告会／町民センター

20 金 春分の日
第４回清良記シンポジウム

当小川クリニック☎23-3599当 石川循環器科内科☎20-0320
当 市立宇和島病院 小児科☎25-1111当市立吉田病院☎52-0611

21 土

22 日 当 上甲外科クリニック☎25-5811当 中山内科胃腸科☎22-0707
当 上田小児科･外科☎25-0100当市立津島病院☎32-2011

23 月

24 火 小学校卒業式

25 水 小・中学校修了式

26 木

27 金

28 土

29 日 当 ますだクリニック☎23-6611当 田中循環器科内科☎22-0504
当こばやし小児科☎23-1150当 鈴木整形外科・外科☎52-0104

30 月

31 火

※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。




